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2020 年選挙に異議を申し立てるために逮捕されるのは、「大きな名誉だ」と、アメリカ

前大統領ドナルド・トランプは、木曜日に語り、ワシントン DC へ向かう自動パレード

に乗り込んだ。彼はこの日の後半、裁判所に出廷し、特別顧問 Jack Smith による 6 度の

起訴に応えることになっている。 

「私は今から自分から逮捕され、腐敗した、ヤラセの、盗まれた選挙の挑戦に応えるため

に、ワシントン DC に出かけるところだ」と、トランプは自分のサイト Truth Social に投

稿した。「これは大きな名誉だ。なぜなら私はあなた方のために逮捕されるのだから。」 

彼はその文章を、彼の勝った 2016 年大統領キャンペーンの「アメリカを再び偉大なもの

しよう」というスローガンで締めくくった。 

火曜日に、スミスは、ワシントンの連邦大陪審による 45 ページの起訴状を公開したが、こ

れは、2021 年 1 月 6 日の米国議事堂での暴動に関係する罪状を述べたものである。 

https://www.rt.com/news/580688-trump-indicted-election-overturn/ 

スミスの主張によると、トランプは、2020 選挙の規則違反（不正行為）irregularities につ

いての彼の主張が、間違いであることを知っていながら、彼はそれを主張し続け、結果と
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して「甚だしい国家的な不信と怒りの雰囲気を創り出し、選挙行政に対する公的な信念を

腐食させた」というものだ。 

トランプは自分への資金の E メールを公表してこれに応え、支持者たちに対し、この「腐

敗した」政府は、彼を 561 年の禁固刑に処するつもりであり――「6 回分の人生だ！」—

—これはアメリカ人を脅して服従させるためなのだ、と言った。 

「6 度目の生涯にわたって、人を牢獄にぶち込もうとする者がいるとしたら、それが与え

ようとしているメッセージは 1 つしかない。すなわち恐怖だ。（どういう恐怖か？）それは

もしあなたが、あなたを第一に考える唯一の候補者に投票すれば、あなた自身が、ワシン

トンの現在のマルクス主義体制によって、いじめられ、起訴され、逮捕さえされうる…と

いう恐怖なのだ」と、この E メールは言った。 

トランプは現在、2024 年の共和党大統領指名を受けている、代表的な候補者である。彼が

一貫して主張してきたのは、2020 年の選挙には規則違反（不正）があり、そこで彼は 2020

年の 1000 万票以上を投票を受けながら、公的には、民主党のジョー・バイデンに負けた

ということである。 

2021 年 1 月 6 日の議会の合同会議は、共和党員が州選挙の結果の確定に反対しようとし

ていた、まさにその時に、抗議者たちによって断絶された。この合同会議は後に、緊急事

態手続きによって再招集されたが、その結果は議論されることなく確定した。 

トランプ無罪を主張する：

前アメリカ大統領ドナルド・トランプは、木曜日、2020 年の選挙結果に対する異議申し立

てに関係する、4 つの重罪起訴に対し、無罪を主張した。 



前大統領は、あるワシントン DC 法廷の弁護士たちとの合同し、米裁判官 Moxial 

Upadhyaya の前で、すべての罪状に対して無罪を主張した。彼は最大 20 年の禁固刑に直

面している。 

トランプは火曜日、合衆国を騙そうとした陰謀、公的な手続きを妨害する陰謀、公的手続

きの妨害とその未遂、それに諸権利に反対する陰謀、という罪状によって起訴された。 

彼は、標準的法廷手続きに従って罪状認否を行うかどうかについて、短時間の拘束を受け

たものの、トランプは今週の罪状についての裁判を待つことは免除された。その条件には、

弁護士を通じてでなければ、目撃証言者として知られている誰とも、対話しないことが含

まれる。 

この裁判は、2020 年の大統領選挙と、特に 1 月 6 日の議事堂暴動の、直後のトランプの行

動を中心とするものだが、それは地方裁判官の Tanya Chutkan が担当することになった。

この人物は、1 月 6 日の弁護士たちに敵対する数十の訴状を扱っており、検察が求めてい

たよりもっと厳しい判決を言い渡している。 

前大統領の支持者たちは、彼が公平な裁判を受けられないのではないかと、懸念を表明し

ている。これはチャットカンが、議事堂の暴力にトランプが共謀していたと、はっきり主

張しているからである。 

トランプは今年初め、彼が 37 項目の重罪で起訴されたとき、連邦によって起訴された最

初の前アメリカ大統領となった。これは、フロリダの彼の邸 Mar-a-Lago にあった、極秘

の政府文書の悪用といわれているものに関係している。彼は前に、マンハッタン地方裁判

所で、間違ったビジネス記録によって、ポルノスターStormy Daniels への口止め料とされ

るもの、34 項目で起訴された。 

今週初めトランプは、民主党のトランプ糾弾者たちが、「6 回の生涯」と言われるものの中

に、彼を閉じ込めようとしていると非難し、彼に対する起訴のすべての量刑を合わせると、

561 年になると主張した。この起訴は、世論調査では、共和党候補者は共和党への反対者

に対して、リードを固めただけという結果になった。 

［訳者 Greatchain 注］ 



これは RT（Russia Today）による情報であって、頼りないわが国のニュースではないか

ら、ご安心を願いたい。たとえばジャック・スミス裁判官の正確な言葉（pp.1-2）や、

太線で強調した、トランプ自身のウイッティな E メールを紹介するメディアは、他にな

いと思う。トランプには余裕がある。たとえ殺されてもその事情は変わらない。ソクラ

テスの死刑がそのようなものだったであろう。 

 

いったい 2020 年のわが国の、トランプがどう出るかを、ハラハラしながらユーチュー

ブなどを見ていた人々は、こんな話の馬鹿々々しさを知っているが、同時にその恐ろし

さもわかっているだろう。彼らは、現バイデン大統領とその民主党が、にわかには信じ

がたい平然と選挙を無視する悪党であり、犯罪者であることを知っている。また彼らは

時間的にトランプの行動を追っていたはずで、時間的にも事実としても、彼が扇動など

するはずがなかったことを知っている。彼はただ、集まった民衆に「冷静に行動し静か

に帰宅せよ」と言っただけだった。 

 

我々（私）は齢を重ねて、こんなとんでもない馬鹿げた話を、大真面目な話として聞こ

うとは思わなかった。しかしこれがアメリカであり、それは SOTN の言う、「サイコパ

スとナルシシズム（思い上がり、アメリカ例外主義）と共産主義（サタン主義）を搗き

合わせたもの」であることが、よく納得できる。彼らは今でも、9・11 事件の第 7 ビル

の倒壊はテロリストの爆撃によるものであり、有能な解体業者によるものだと言うと、

「こういう不届きな者をぶち込め」と言うはずである。 


